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本話題提供では

「場は多様に解釈可能である」という前提のもと

「場＝空間（Space） 」と考え、

そこから、何がみえるのか︖︖を

本⽇の例会という「場」への話題提供としたい



⾃⼰紹介を兼ねて

これまでの研究

・研究︓⽇本に移住されてきた⽅の⽇本語を使った⽣活
ミクロの事象からマクロの社会をみる（⼋⽊,2018など）

・キーワード︓社会的⽂脈
・⽅法論︓エスノグラフィー、ナラティブリサーチなど質的研究



本話題提供では

⽇本在住20年以上のAさん、ナラティブリサーチ

中国ご出⾝で、留学⽣として来⽇。
その後⽇本⼈の⽅と結婚。
中国語の講師や⼩学校に派遣されるサポーターなど。



本話題提供では

「私、⽇本に溶け込んでいる、ふうが楽しいから。」

溶け込んでいる ふう



本話題提供では

・Aさんのケース︓社会的⽂脈という観点から分析（⼋⽊,2015）

Aさんは、戦略的に⾔語や⽂化の「異なる⽂脈を移動」
（Pavlenko,2002）

・本話題提供
「場」という概念を⽤いることによる「解釈の更新」（⻄村,2020）



Aさんのケース ⽇本に関わる語り

家の中は確かに
⽇本のスタイル、
⽇本⼈の、伝統

的の。

私は努⼒して。⽇
本のスタイル、た
とえば。七五三の
ときは七五三。

お正⽉全部、⽇
本のスタイル、
おせち作って。

おはしは、お正
⽉⽤の、全部⽤

意して。



Aさんのケース 中国に関わる語り

⼤学院で⽇本史
を専攻するのは
中国帰るため。

向こうの習慣と
か、たとえば中
国⾏ったとき気
がつかないこと。

今、⽇本にいる
から。（中略）
もう⼀回、⾃分
の国に⽂化探し

に⾏く。

⽇本⼈にも紹介
できるように、
常に頭ん中ない
と駄⽬かなと思
うんですよ。



Aさんのケース
「ふうが楽しい」

内部にいる外部者の視点

「⽂化を探しに⾏く」
外部にいる内部者の視点

⽇本

中国



Aさんのケース
「私、⽇本に溶け込んでいる、ふうが楽しいから。」

⾃分⾃⾝はもう、⽇本のことを取り⼊れるだけじゃなくて、
⾃分が中国のこともちゃんと。⾝につけないと。同化されたら
何も意味ない。

溶け込んでる ふうが楽しい 同化されない



Aさんのケース

⽇本

中国

第三空間
Third 
space

・「周辺的ないし周縁化
された位置取りから⽣じ
る、⽀配的な秩序に対す
る抵抗の空間が発⽣する
ための領域」

・「⽣きられる空間」
（ソジャ,2005）



とりあえずの結論
「場＝空間（Space） 」と考えたとき、そこから何がみえるのか︖

・時間 時計の時間（clock time）
「内的に体験される質的な時間（⾨中,1993）」

物語によって構築される時間
・空間 地理的空間（place）

「内的に体験される質的な空間」

「場」は⾃⼰の⽣成︖関係的ではあるけれでも。
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ご清聴、ありがとうございました。


